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　開催に当たり、一言ご挨拶を申し上げます。
　本日は大変ご多用のところ、御来賓の皆様をはじめ多く
の会員の皆様にご出席いただき誠にありがとうございます。
　平素より当協会の活動に格別のご支援ご協力を賜り、
厚くお礼を申し上げます。
　おかげさまで、MISAの活動ですが、会員数は全国3
位、昨年度も各委員会による自律的な活動は多岐にわた
り、多くの成果を生み、還元できたのではないかと考え
ておるところです。活動に当たられた各委員会のみなさ
ま、ありがとうございました。
　本日の総会では、それら「昨年度に実施しました事業
結果及び収支決算」についてご審議いただきます。また
今年は改選期ですので、「理事・監事の選任」について
お諮りいたします。
　また報告事項としては、「2019年度に実施する事業
計画及び収支予算」についてでございます。宜しくお願
い申し上げます。
　さて、我々情報サービス産業を巡る環境ですが、企業
等のIT投資が拡大する中、「足元の事業」は、堅調に推
移しているのではないかと思われます。これらは主にい
わゆる「基幹業務を実現するIT」といいますか、現在の
社会のベースを動かしているIT」であり、我々情報サー
ビス産業はそれらのシステムを通して、日々社会をしっ
かりと支えている、と言えると思います。
　一方これらに対し、いわゆる「「ビジネスのデジタル化」
のIT」も、じわじわと拡大しています。基幹的ITが一
段落するにつれ、お客様の投資が急速に進化するクラウ
ド、IoTやAI等といった最先端技術を徹底活用し、新た
なビジネス価値を実現していく領域にシフトしつつあり
ます。関連するきらきらしたキーワードが、新聞やネッ
ト上で踊らない日はありません。
　そのような中で我々「地域のIT事業者の未来」は、
次のように描けるのではないでしょうか。
・ビジネスにおける役割
　「MISAビジョン（中期事業計画（29〜31年）」）で

も描いていますが、今後とも、「社会を支える基幹シ
ステム」の担い手であると同時に「社会を変えるデジ
タルビジネス」の担い手でもあるべきだと考えます。
・地域に対する役割
　強く、光る企業群となり、地域を支えリードする「基
幹産業」になりたい。
・我々の仕事の有りよう
　生き生きと、ワクワクと、そして感動をともにできる、
若者がより大きな魅力を感ずる業界にしていきたい。

　それらを踏まえ、事業運営会議や理事会において、役
員改選にあわせた推進体制の見直しを議論してきました。
　その背景やねらいは、二つです。
①　�業界を担う次世代リーダーの登場をお願いし、委員

長、副委員長についていただく
②　理事会と委員会で、役割を分担する

（これまで各理事は委員長を兼ね、自ら業務執行を
リードしてきましたが、今後は個別の業務執行を若
手の各委員長にお願いする。現在の理事の方々には
できるだけ再任をお願いし、より高い立場から活動
を見ていただく。）

　皆様方からの一層のご理解・ご協力を賜りますよう、
よろしくお願い申し上げます。
　本日は、東北大学理事・副学長の青木先生のご講演を
いただきます。本気で大学をより良く変え、産学連携の
オープンイノベーションを実現されている、素晴らしい
先生です。お話が楽しみです。
　以上、簡単ですが、開会にあたっての挨拶といたします。

MISA 第8回通常総会 会長挨拶
一般社団法人 宮城県情報サービス産業協会 会長　早坂　栄二
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　去る6月14日（金）第29回理事会終了後、午後2時より一般社団法人宮城県情報サービス産業協会の第8回通常
総会が仙台市「TKPガーデンシティ仙台」において開催されました。
　総会は早坂会長の開会挨拶、宮城県経済商工観光部次長の佐藤　靖彦氏よりの来賓挨拶のあと、早坂会長が議長に
選任され、正会員数175社、出席会員数118社(内委任状提出31社)の1/2以上の出席により議事に入り、いずれも
提案通り承認されました。

　　第1号議案　平成30年度事業実績について
　　第2号議案　　　同上　　収支決算及び会計監査結果について
　　第3号議案　2019、2020年度理事及び監事の選任について
　　第4号議案　2019年度事業計画について
　　第5号議案　同上　収支予算について

　通常総会に引続き、東北大学理事　副学長の青木孝文氏による、「デジタル革新時代の産学連携オープンイノ
ベーション~東北大学の取組について~」と題する講演会が開催されました。
　その後の250名を超える出席者のもとで恒例の交流会が開催され、柴崎事業共創委員会委員長の開会挨拶、東
北経済産業局地域経済部の柏芳郎次長、仙台市経済局の大上喜裕部長からのご来賓挨拶、田代新理事による乾杯
の発声に引続いて懇談に入り、午後7時、小原新副会長の御開きの辞を以ってすべての行事を無事終了しました。

第8回通常総会開催報告

令和元年度 MISA 新役員名簿
役員 氏　　名 所属 ・ 役職 役員 氏　　名 所属 ・ 役職

会長
（代表理事）

新石　森　令　一 東北インフォメーション・システムズ株式会社
取締役社長� 理　事 ��木　村　　　智 公益財団法人仙台市産業振興事業団

副理事長

副会長

��阿　部　嘉　男 株式会社ＳＲＡ東北
代表取締役社長 〃 ��佐々木　卓　也 株式会社トレック

代表取締役

新小　原　正　孝 テクノ・マインド株式会社
代表取締役社長 〃 ��佐　藤　麻　美 株式会社Ｍｉｎｏｒｉソリューションズ

執行役員

常務理事 ��穴　沢　芳　郎 一般社団法人宮城県情報サービス産業協会
事務局長 〃 ��鈴　木　利　信 株式会社アテネコンピュータシステム

代表取締役社長

理　事 新伊　藤　正　則 株式会社エスクルー
代表取締役社長 〃 新田　代　紀　生 システムニコル株式会社

参与

〃 ��大　森　清　視 株式会社ビッツ
取締役 �監　事 ��小　林　貴　之 株式会社ラネックス

代表取締役社長

〃 ��奥　瀬　伸　一 東北ＮＳソリューションズ株式会社
代表取締役社長 〃 新菅　原　文　彦 株式会社システムロード

代表取締役

〃 ��菅　野　　���直 バイスリープロジェクツ株式会社
代表取締役社長
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先程開催されました第 30回理事会において会長に選任
されました石森でございます。
IT 産業は、デジタル化やモバイル化等の変化に応え、ど

う社会と産業の形を変えて対応していくかを問われる時代
を迎え、「より速く大量に業務を処理するための改善」で
はなく、「情報化を通じて新しい価値を生み出す仕組みづ
くり」であるデジタルトランスフォーメーション（DX）、
そして長時間労働のない働き方改革などの価値観の変革は
必須となっております。
このような状況下、MISA に課せられた社会的使命、取

り組むべき課題、果たすべき責任の重さに身の引き締まる
思いでございます。
お聞きしますとMISA は平成 8年の設立から数えて 23

年目を迎え、売り上げでは全国 10位、会員数で全国 3位
の団体に成長しているとのことです。
これも歴代会長をはじめ、役員・会員の方々のご支援・

ご協力の賜物と思っております。
また、早坂前会長におかれましては、三期 6年にわたり、

東日本大震災後の厳しい環境の中、優れた見識と強いリー
ダーシップのもとに大変なご尽力を賜りました。この場を
お借りし改めて敬意を表したいと存じます。
私といたしましても、IT 業界の社会的使命を改めて再

認識しつつ、MISA の発展に少しでもお役に立てるよう努
力してまいるつもりでございます。
会員各位の絶大なるご協力のほどをお願い申し上げ会長

就任のあいさつとさせていただきます。

来賓挨拶
宮城県　経済商工観光部 次長　佐藤　靖彦 氏

早坂会長を初め役員の皆様、そして会員企業の皆様に
おかれましては、日頃より本県の情報サービス産業の振
興と発展にご尽力頂いておりますことに深く敬意を表し
ますとともに県の各種施策の推進に日頃より格別のご理
解・ご協力を賜り、この場をお借りして心より感謝申し
上げます。
さて、県では富県宮城の実現に向けてさらなる企業誘

致の推進と誘致企業と県内企業との取引拡大を図りなが
ら、中小企業、小規模事業者向けの各種施策を展開して
いるところでございます。特に情報サービス産業分野に
おきましては、業界の現状やニーズを踏まえ、IT 商品
販売・導入支援、企業立地支援等に積極的に取り組んで
まいりたいと考えているところでございます。
また、IT 人材の育成に関しましては、長期的な IT 技

術者不足や人材の首都圏への流出などにより、県内の情
報サービス産業を支える人材の確保が課題であると認識

しております。
このため、貴協会にご協力いただきながら、地域創生

人材育成事業等 IT 人材育成にも取り組んでいるところ
でございます。
第４次産業革命といわれる技術革新により、新たな経

済発展や社会構造の変革が一気に進むことも見込まれて
おり、県内情報サービス産業の皆様にはその担い手とし
て大いに活躍していただくことをご期待申し上げます。
また、今後も貴協会及びに会員企業の皆様とは、富県宮
城の実現に向けた取り組みの重要なパートナーとして、
なお一層の連携を図ってまいりたいと考えておりますの
で、引き続きご理解とご協力をお願い申し上げます。
結びに、貴協会の今後のますますのご発展と本日ご参

会の皆様のご健勝、ご活躍をお祈り申し上げ挨拶とさせ
ていただきます。

新会長挨拶
一般社団法人 宮城県情報サービス産業協会 会長　石森　令一
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本日は、通常総会が盛会の内に終了したとのこと、心
よりお喜び申し上げます。
本来であれば、仙台市長の郡　和子市長が参りましてご

挨拶するところかと思いますが現在、仙台市議会が開催中
でございまして、代わってご挨拶させていただきます。
MISA の会員の皆様方には、日頃から市政に対しまし

て多大なるご理解とご協力を頂きこの場をお借りし御礼
申し上げます。
近年、人口減少社会の到来や経済のグローバル化、そ

れに IoT、AI、5G を初めといたします先端技術の進展
によりまして、社会経済環境が大きく変化してきている

ところでございます。これらの変化に的確に対応しなが
ら地域経済の持続的な成長を達成していくために本市で
は今年の３月に、今後５年間精力的に取り組むべき改革
の方向性を取りまとめた「仙台市経済成長戦略 2023」
を策定させていただいたところでございます。今年度か
らはこの戦略に基づきまして、地域経済が成長する基盤
づくりとして、若者の地元定着や女性、シニア層等の多
様な人材の活躍促進、そして地元企業の更なる成長を促
進するために、上場等を目指す企業の皆様方の集中的ご
支援、また中小企業の中核となられます方々の育成支援
にも取り組んでまいることといたしております。

来賓挨拶

来賓挨拶

東北経済産業局　地域経済部 次長　柏　芳郎 氏

仙台市　経済局産業政策部 部長　大上　喜裕 氏

宮城県情報サービス産業協会第 8回通常総会が滞り
なく終了され、本交流会が盛大に開催されますことに心
よりお慶び申し上げます。
貴協会におかれましては、発足以来、地域社会の高度

情報化の促進と産業・経済の発展に大きく寄与され、こ
れまでの関係各位のご尽力に心より敬意を表する次第で
ございます。また、日頃より私共経済産業行政に格別な
るご理解とご支援を賜り、この場をお借りしまして厚く
御礼申し上げます。
さて、ご高承のとおり、世界的に ICT 機器の爆発的

普及や AI、IoT、ビックデータ等の社会実装が進む中、
社会のあらゆる場面でデジタル革命が急速に進展してき
ております。他方、我が国は人口減少、少子高齢化、エ
ネルギー・環境制約等、様々な社会課題に直面しており、
これらを解決するための技術と人材、データと現場等の
新たなマッチングを通したオープンイノベーション、社
会改革を飛躍的に進めることが不可欠になっております。
こうした中で政府は、Society5.0 を実現するため、

昨年６月に閣議決定した未来投資戦略 2018 に続き、今
月７日には、デジタル時代の新たな IT 政策大綱を決定
したところでございます。経済産業省におきましても、
本年度も 100 億円の予算を措置し、サービス等生産性
向上 IT 導入支援補助金、いわゆる IT 導入補助金、これ
によって中小企業のバックオフィス業務等への IT ツー

ルの導入を促進し、生産性向上、業務効率化などによる
付加価値向上を図ってまいることとしております。ご参
会の IT ベンダーの皆様におかれましては、多くの中小
企業の皆様にこうした施策を活用していただきますよ
う、引き続き身近な支援者としてお力沿いをくださいま
すようお願い申し上げます。
また、東北経済産業局の PRになりますが、先月、東

北の新しい未来に向け持続ある経済成長のための、今後
３年間の取組を中期政策として発表させていただきまし
た。この政策では５つの重点分野を柱としておりその一
つに東北地域を牽引する企業・産業の持続的発展を掲げ
ております。具体的には、自動車、航空機、医療機器な
どについて重点産業分野として引き続き支援していくこ
ととしている他、IoT、AI、ビックデータ、サイバーセキュ
リティ等の利活用や新産業の創出支援など競争力強化の
取組を広く展開していくこととしております。これらの
政策推進に際しましても、関係機関の皆様と連携してま
いる所存でございます。皆様方の引き続きご理解とご支
援を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
結びになりますが、令和の新しい時代を迎え石森新会

長のもとに、宮城県情報サービス産業協会が今後一層地
域社会の高度情報化に資するようご期待申し上げるとと
もに協会のますますのご発展、ご参会の皆様方のご健勝
を祈念申し上げお祝いの言葉とさせていただきます。
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デジタル時代の
産学連携オープンイノベーション

～東北大学の取組について～

第８回通常総会　記念講演会

　青木　孝文 氏
　今後国際的な競争の中で生き残り、経済再生を果たし
ていくためには、革新的なイノベーションを連続的に生
み出していくことが必要であり、現在潜在している将来
社会のニーズから導き出されるあるべき社会の姿、暮ら
しの在り方等、既存分野・組織の壁を取り払い、基礎研
究段階から実用化を目指した産学連携の研究開発が求め
られています。
　東北大学では、事業イノベーションセンターやIIS研
究センター等数多くの先進的な支援機構を設立し、新し
い情報技術を活用したエレクトロニクス・通信・エネル
ギー・素材・医療分野・農水産等新たなライフ分野での
革新的な社会実装に向けた取り組みを行っています。今
回の講演ではそれら取組についての説明であり、地域IT
産業の積極的な関わりを改めて認識する内容となりま
した。

講演会(一部抜粋)「東北大学の概況から」
　東北大学もここにきて結構モードチェンジをしていま
す。大学を取り巻く環境は少子化が進み厳しい状況に
なってきており、そういう意味で大学の在り方も変わっ
てきています。
　デジタル革新時代といわれていますが、一番情報化が
遅れているのが大学です。私立大学は結構進んでいます
が国立大学のデジタル化は遅れていて、RPAがものすご
く役に立っています。
　東北大学は10学部、15大学院があります。大学院が
15あるということは独立の大学院も結構あるというこ
とです。情報科学、環境科学、生命科学とか、これは
学部がないのですが、工学部あるいは理学部といった
ところと連携し、独立で動く大学院です。学生数は約
18,000人います。そのうち留学生が2,000人くらいで
過半数は中国人ですが世界各地から来ています。教職員、

東北大学理事　副学長

そして、先端技術の進展により様々なイノベーション
が起こっておりますけれども、そういったイノベーショ
ンによる新たな成長を地域経済の中でも促進していく必
要があると考えておりまして、地域 ICT 企業の皆様と
異業種のマッチングの機会を創出したり、防災・減災分
野に関わる ICT 利活用による産業の創出等積極的に進
めていきたいと考えているところでございます。
特にイノベーションによる新たな成長の促進につきま

しては、Society5.0 を実現する「X-Tech イノベーショ
ン推進都市仙台」という形で重点プロジェクトを掲げさ
せていただいておりまして、ICT を健康福祉分野や農林
水産、それからスポーツ分野等の異業種とかけ合わせす
ることによりまして、地域産業の高度化や新事業の創出
を目指したいと考えております。
今年度は、ヘルスケア領域の課題を ICT で解決する

新たな取り組みといたしまして、ヘルステック事業を開
始いたしますとともに、経済産業省様そして JETRO様

が実施されます地域への「対日直接投資カンファレンス」
に本市をご採択いただきましたことから、防災・減災分
野と ICT のかけ合わせをテーマとしたハッカソンやビ
ジネスマッチングイベント等を開催させていただく予定
でございます。いずれの事業も地域 ICT 企業の皆様の
ご協力なくして成し得ない取組となっておりますので
一つのビジネスチャンスととらえていただき参画いただ
きますよう、この場を借りて案内をさせていただきます。
また、本日は、地元企業の人材確保と地元定着支援の

一環として、大学等の新卒者を対象といたしました奨学
金返還支援事業のリーフレットをお配りさせていただき
ました。既に 60社ほどの企業の方々に登録いただいて
おりますが、今年度からの新事業でございますので是非
ご活用いただければと思います。
最後になりますが、MISA の益々のご発展そしてご参

会の皆様のご活躍・ご発展を祈念いたしまして挨拶とさ
せていただきます。
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正規職員は3,000人ずつおり、時間雇用やプロジェクト
を含めると1万人弱となっています。
　総事業費は約1,400億円です。入学者は全国区となっ
ており、宮城県からは15%入って、15%が宮城県へ就
職しています。ただ、大体35%が東北出身で、21%く
らいが東北に就職しているという状況です。ですからあ
と15%くらいこちらに残して、ある種の新しい仕事を
してもらい地域を活性化していくことが課題と思ってい
ます。

「東北大学の研究領域から」
　研究は、今日国内で言うと3位か4位という位置づけ
になっています。これは阪大と争っている状況にありま
すが、国際的にはこれからまだまだ伸ばしていかなけれ
ばと思っています。
　東北大学で最近強いところといいますと、材料領域で
す。それからスピントロニクス、これは半導体に磁気記
録を入れていくというような研究です。それから未来型
医療、バイオバンクです。そして災害科学も強いです。
その他にすごく伸びているところが機械科学でワールド
ランキングでは30位くらいになっています。今、機械
系の人たちはIT系の企業と連携をしたいというシーズ
が高まっています。大手のIT系でもいいのですが大手

はなかなか現場に入っていただけないのが現状です。そ
ういう意味で、MISA会員企業の中から研究に参加いた
だき、制御の部分やプロジェクトの一部を担うとかして
いただければ非常にありがたいと思っています。そして、
文・教・法・経の文系4部局も全部入って研究を進めて
いるということです。

「オープンイノベーション戦略機構から」
　これは私がトップをしていますが、民間企業から10
名くらい入って産学連携が本格的にスタートしていま
す。ライフ系の仕事をされている方は少ないかもしれま
せんが、いろいろなことが考えられます。先ほど東北大
学は材料系が強いと言いましたけれども、材料が産学連
携の1／3です。残りの1／3がライフ、そのほかIT関
係や電気関係が1／3となっています。実はライフは非
常に伸びていて1、2年前に比べて3割くらいの勢いで
上がっており大変面白い状況になっています。東北大学
には医学系研究科と病院があり、病院は日本最大です。
病院の中に臨床研究センターがあり、これも日本最大で、
医療機器などの分野の医工学、その治験に取り組んでい
ます。これも工学の力やITを活用し未病の段階から予兆
をチェックするようなことも考えられますので、そうい
う領域で皆さんも入る可能性が十分あると思います。

東北⼤学医薬品開発オープンイノベーション・プラットフォーム
（東北⼤学メディシナルハブ） 2

CROs

製薬企業

ヘルステック
企業

ベンチャー

VC ⾏政

IT/デジタル
その他の企業海外企業

社会実装へ「組織」対「組織」の連携による⼤型の共同研究の推進
→ イノベーション創出

東北大学を「核」とした企業間連携を可能とする
革新的なオープンイノベーションのしくみを創設

東北⼤学メディシナルハブ
医学部5号館2階に整備

⼀般社団法⼈宮城県情報サービス産業協会（MISA）
第8回通常総会・記念講演会

2019年 6⽉ 14⽇

東北⼤学 理事・副学⻑
（企画戦略総括、プロボスト）

⻘⽊ 孝⽂

デジタル⾰新時代の産学連携
オープンイノベーション

東北⼤学の取り組みについて
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委員会報告

人財委員会

芋煮ケーション２０１９参加企業募集 グローバル
ビジネス
委員会

委員会報告
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※警告※
あなたのパソコンでウィルスがみつかりました !!

○○に電話し、危険なウィルスを削除しましょう。
サポートセンターに電話が繋がるまで、インター
ネットを使用しないでください。
×××－○○○まで至急電話ください

宮城県サイバーセキュリティ協議会からのお知らせ

CyberNews
偽の警告に注意 !

最近、「偽の警告」に関する相談が増えています。被害に逢わないよう注意しましょう。

「偽の警告」とは ?
インターネットサイトの閲覧中、突然
・ウィルスに感染しています
・セキュリティシステムが破損しています
・エラーを修正してください
等の「セキュリティの警告」画面が表示されます。画
面の表示と共に音声や警告音が流れることもありま
す。これらの画面は、「偽の警告」である可能性があ
ります。

サポートセンターへ電話するよう誘引され、画面に表示された番号へ電話すると電話の相手 (犯人 )から
・遠隔操作のソフトをインストールするよう指示される
・サポート契約の話を持ち掛けられる
・ウィルス駆除等の費用を請求される

絶対に電話をかけないでください
【電話をかけてしまった場合】
◆�電話番号を着信拒否設定し、その後の不審電話に注意する

【遠隔ソフト等をインストールしてしまった場合】
◆遠隔ソフトをアンインストールする
◆各種アカウントの ID・パスワードを変更する
◆�セキュリティソフトのアップデート・ウィルススキャンを実行する

未経験者／職種転換者等向け技術研修受講者の募集／受講料無料！ 空き有り！

事務局からのお知らせ

「地域高度 IT技術者育成事業（宮城県委託）」として、「新たに県内 IT企業へ就職した未経験者等」を対象とした教育研修を12月
より開催します。
＜対　　象＞プログラミング未経験の中途採用者（第 2新卒を含む）、社内でのスキル転換など
＜定　　員＞ 20 名
＜開催期間＞ 2019 年 12月２日（月）〜 2020 年 2月７日（金）　合計 42日間（※コース単位での単独受講も可）
　　　　　　・ビジネス基礎素養� （2日間）� 12月2日（月）〜３日（火）
　　　　　　・コンピュータ基礎� （10日間）� 12月４日（水）〜17日（火）
　　　　　　・Java言語� （10日間）� 12月18日（水）〜1月9日（木）
　　　　　　・サーバサイドJava/DB連携�（10日間）� 1月10日（金）〜24日（金）
　　　　　　・システム開発（PBL 型実習）�（10日間）� 1月27日（月）〜2月7日（金）

【お問合せ・お申込】MISA事務局までご連絡ください〈申込締切 11月 18日（月）〉



2019年度 MISA新入社員研修
委員会報告

人財委員会

芋煮ケーション２０１９参加企業募集 グローバル
ビジネス
委員会

委員会報告

＜開催日＞
　令和元年10月26日(土)
＜会場＞
　茂庭荘　※仙台駅からシャトルバスにて送迎※
＜定員＞
　企業側�40名�／�学生側�40名
＜参加費＞
　企業側�5,000円／人
＜申込先＞
　募集Webページの申込フォームから送信ください。
　（http://www.misa.or.jp/?p=13216）
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＜2019年度MISA新入社員研修＞
■開催日　2019年4月2日〜6月10日（44日間）　9：30〜17：30
■場　所　アエル６F　仙台市中小企業活性化センターセミナールーム
■参加者　①ビジネス基盤養成コース　14社58名
　　　　　②システム開発技術者育成コース　8社43名

　人財委員会育成Gでは、MISA会員企業の中核となり将来を担うシステムエンジニアの
育成を促す事業活動の一環として、「新入社員研修」を開催しています。
　新入社員研修のカリキュラムは、システム開発の基礎を体系的に学ぶ「システム開発
技術者育成コース」を主軸に置いていますが、働く姿勢・ビジネスマナーやコミュニケー
ションなどの人間力を高める「ビジネス基盤養成コース」との二本立てです。技術力と人
間力を両軸に育成するのが特長です。
　システム開発技術者育成コースは、情報系／非情報系、プログラミング経験の有無に
関わらず受入れています。開発言語は、豊富な研修教材、資格試験により客観的にレベ
ルが評価でき、他言語への応用性も高いJavaを選択しています。
　終盤では、約2週間にわたって業務アプリケーション開発の模擬プロジェクト演習を行
いました。「何のため」「誰のため」といったユーザ視点を意識しながら、限られた時間
の中で自分たちの持ちうる力を最大限に発揮して取り組んでいただきました。
　ご参加くださった新入社員の皆さまの、今後のご活躍を期待しております。

※2020年度は、受講企業からのご要望等をもとにカリキュラムを更新のうえ、2019年12月募集開始の予定です。

　毎年恒例MISA主催による新・就活イベント「芋煮ケー
ション」を開催致します。
　「芋煮ケーション」とは、学生と企業の経営者や採用担当
者が芋煮・BBQを通してコミュニケーションを図り、会社説
明会などでは聞けないような本音を交わせる新しい形の就活
イベントです。
　今年は【留学生�×�地元IT企業】をテーマとして学生枠を外
国人留学生に限定し、留学生の現状共有と地元IT企業の職場
環境の国際化をコンセプトとしています。
　午前の部はセミナーやパネルディスカッションにて「東北
インバウンドの現状」や「外国人と一緒に働くコミュニケー
ション」についてお伝えします。午後の部は芋煮会を通して
留学生との交流をお楽しみ頂けます。
　毎年、参加企業様から「芋煮ケーションで会った学生がイ
ンターンや採用面接に応募してきた」との声を頂いておりま
す。どうぞお気軽にご参加ください。
　また、当イベントの企業スポンサーも合わせて募集してい
ます。協賛金額に応じて様々なスポンサー特典を用意してお
りますので是非学生へのアピールにご活用ください。



　６月 22 日（土）に『MISA 主催：カレイ釣り大会 in
塩釜沖大型漁礁』を開催しました。
　今回もカレイが大好物な猛者 29 名が塩釜港に集まり、
約１時間の船旅で漁場に向かいました。
　当日の天候は、風もウネリも少なく絶好の釣り日和と
なりました。
釣果にあっては、40cm オーバーのカレイが 20 枚以上
と大物の入れ食い状態で皆さん楽しまれたようです。

【 大 会 結 果！】
優　勝： 51．5cm 小室　清貴 様　
  （株）システムロード
２　位： 　50cm 小野　正蔵 様
  東北インフォメーション・システムズ（株）
３　位： 　47cm 多田　良光 様
  （株）ケーヒンエレクトロニクステクノロジー

カレイ釣り大会 in塩釜沖大型漁礁 福利厚生
委員会

委員会報告
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■開催日：平成３１年４月１３日（土） 
■場　所：「仙台クラシックゴルフ倶楽部」
　第３６回MISA親睦ゴルフ大会は、快晴で素晴らしいゴルフ
日和の中、無事に開催する事が出来ました。
　以前にプロのトーナメントを開催したことがある「仙台クラ
シックゴルフ倶楽部」で開催しましたが、グリーンの仕上がりが
良く高速グリーンに参加者の皆さんも苦労していたようです。
　１５組５９名が参加し、日頃の腕前を競い合い和気あいあい
と会員間の親睦を深めるゴルフ大会となりました。 

【成　績】（敬称略）
●個人戦 NET HC
優　勝：小倉　博文 （71.2） （22.8） ( 株 )アクシス
準優勝：佐々木　勇 （72.2） （16.8） ( 株 )カーム
第３位：富永　竜一 （73.2） （22.8） テクノウイング( 株 )
第４位：増子　良一 （73.4） （15.6） イートス( 株 )
第５位：神戸　利明 （73.6） （14.4） ( 株 )東北電子計算センター

●団体戦（上位３名のNET合計） NET 計
優　勝：佐々木 勇、村上 登、大森 克敏、鈴木 則行 227.2
準優勝：小倉 博文、日向 輝雄、高橋 義治、遠藤 好朗 227.6
第３位：李 基瀅、高橋 純、大森 清視 229.6

委員会報告

第３６回ＭＩＳＡ親睦ゴルフ大会 経営
委員会

MISA 会報 46号「IT あるある川柳」に、会員企業 11名の方より 30作品のご応募をいただ
きました。MISA 事務局と広報委員会の投票による選考結果でグランプリと準グランプリが決
定いたしました。グランプリ作品１点、準グランプリ作品１点と佳作２点にはＱＵＯカードが
それぞれ贈呈されます。

IT
あるある
川柳

第2回
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ラ
ン
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　６月 22 日（土）に『MISA 主催：カレイ釣り大会 in
塩釜沖大型漁礁』を開催しました。
　今回もカレイが大好物な猛者 29 名が塩釜港に集まり、
約１時間の船旅で漁場に向かいました。
　当日の天候は、風もウネリも少なく絶好の釣り日和と
なりました。
釣果にあっては、40cm オーバーのカレイが 20 枚以上
と大物の入れ食い状態で皆さん楽しまれたようです。

【 大 会 結 果！】
優　勝： 51．5cm 小室　清貴 様　
  （株）システムロード
２　位： 　50cm 小野　正蔵 様
  東北インフォメーション・システムズ（株）
３　位： 　47cm 多田　良光 様
  （株）ケーヒンエレクトロニクステクノロジー

カレイ釣り大会 in塩釜沖大型漁礁 福利厚生
委員会

委員会報告
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◆M1結果
　優　勝 （株）Minori ソリューションズ
　準優勝 コンピューターマネージメント（株）
　３　位 東北インフォメーション・システムズ（株）
　 （株）NTTデータ東北  
　C 優勝 （株）NID東北　

◆M2結果
　優　勝 テクノ・マインド（株）
　準優勝 （株）クロスキャット
　３　位 （株）SJC
　 （株）フリースタイル
　C 優勝 （株）ケーヒンエレクトロニクステクノロジー

◆M3結果
　優　勝 サイバーコム（株）
　準優勝 （株）東日本技術研究所
　３　位 （株）アテネコンピュータシステム
　 （株）アイエスビー東北
　C 優勝 コンピューターサイエンス（株）

第16回MISA会長杯フットサルMリーグ夏大会 福利厚生
委員会

委員会報告

M2優勝　�テクノ・マインドチーム

M1優勝　�Minori ソリューションズチーム

M3優勝　�サイバーコムチーム
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第 16回MISA 会長杯フットサルMリーグ夏大会を 6月 8日 ( 土 ) リベラ鶴巻で開催しました。
朝から雨であいにくの天候でしたが、M1(エムいち)8チーム、M2(エムに)8チーム、M3(エムさん)8

チームの 24チーム 275名の参加による戦いとなりました。本番に先立ち 5月 22日にはキャプテン
会議を開催し各クラスの昇格・降格ルールのもと、M1、M2、M3のカテゴリーを決定しました。今
大会は 24チーム出揃い、白熱した試合が行われました。年々応援の方も増え、参加者も声援にこた
えるべく、必死にプレーをしていたのが印象的でした。
結果はM1がMinori ソリューションズチーム、M2がテクノ・マインドチーム、M3がサイバー

コムチームの優勝で終了しました。試合後のお楽しみ豪華抽選会も恒例となり、盛大に終了しました。
毎年夏大会、秋大会 2回の開催を引続き開催して参りますので、多くのチーム、並びに選手・応

援の皆さんが参加できる楽しい大会となるよう企画しますので、各チームの絶大なるご協力をお願い
いたします。
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令和元年度 委員長・副委員長名簿

委員会 役　　職 氏　　名 所　　属 役　　職

経　　営
委�員�長 伊　藤　正　則 (株 ) エスクルー 代表取締役社長

副委員長 菊　田　明　洋 (株 ) ソフトエイジ 取締役部長

人　　財

委�員�長 岡　田　晃　男 （株）SRA東北 ソリューション事業部長

副委員長 中　嶋�　竜　大 （株）ナナイロ 代表取締役社長

〃 及　川　公　司 （公財）仙台市産業振興事業団 経営支援部　主事

〃 高　橋　将　志 （株）データウェイ・システムズ 代表取締役

〃 髙　谷　将　宏 （株）エヌエスシー 常務取締役

福利厚生

委�員�長 山　内　祐　治 （株）東北システムズ・サポート 編成事業推進部長

副委員長 相　場　映　希 （株）NTTデータ東北 営業部課長代理

〃 後　藤　陽　佑 （株）アイエスビー東北 システム開発部　課長

〃 高　野　慎　也 トライアロー（株） 東北支店長補佐

事業共創

委�員�長 柴　崎　健　一 （株）トレック 専務取締役

副委員長 岩　佐　　　浩 （株）アイエスビー東北 常務取締役

〃 淡　路　義　和 （株）コー・ワークス 代表取締役

グローバル
ビジネス

委�員�長 小　林　貴　之 （株）ラネックス 代表取締役社長

副委員長 三　浦　哲　志 b.mode（株） 代表取締役

〃 高　橋　洋　人 （株）Sola.com 代表取締役

ビジネス推進

委�員�長 宮　野　滋　貴 （株）Minori ソリューションズ 仙台開発部マネージャー

副委員長 星　　孝　志 �カメイ（株） 法人営業部　係長

〃 佐　藤　　亮 （株）NTTデータ東北 公共事業部　課長代理

広　　報
委�員�長 日　向　勇　輝 （株）イッツ・コーポレーション マネージャー

副委員長 今　野　寿　道 （有）マインドアクセス 代表取締役

政策提言

委�員�長 伊　藤　正　則 （株）エスクルー 代表取締役社長

副委員長
広報委員会を除く各委員会の委員長、副委員長若しくは委員会を代表する者
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デジタルトランスフォーメーション(DX)
時の言葉

世界の中では、デジタルテクノロジーの進化に伴い、続々と新しい製品・サービス、ビジネスモデルが誕生し、私
たちの生活に大きな変化が生まれています。そんな変化をしていく社会の中で注目を浴びているのが「デジタルトラ
ンスフォーメーション(DX:Digital Transformation)」です。DXは２００４年にスウエーデンのウメオ大学のエリッ
ク・ストルターマン教授によって提唱された概念で「進化し続けるテクノロジーが人々の生活を豊かにしていく」と
いうものです。
言い換えると ” 進化したデジタル技術を浸透させることで、人々の生活をより良いものに変革すること ”。DXを

直訳すると「デジタル変換」という言葉になりますが、“ 変換 ” というよりも “ 変革 ” という言葉が鍵になります。
ただし、DXが及ぼすのは単なる「変革」ではなく、デジタル技術による破壊的な変革を意味する「デジタル・ディ
スラプション」、すなわち既存の価値観や枠組みを根底から覆すような革新的なイノベーションをもたらすものです。
では、ビジネスシーンにおけるデジタルトランスフォーメーション (DX) の定義とはどういうものでしょうか。経

済産業省が２０１８年１２月に発表した「DX を推進するためのガイドライン (DX 推進ガイドライン )」では次のよ
うに定義されています。

「企業がビジネス環境の厳しい変化に対応し、データとデジタル技術を活用して、顧客や社会のニーズを基に製品
やサービス、ビジネスモデルを変革するとともに、業務そのものや組織、プロセス、企業文化・風土を変革し競争上
の優位性を確保すること。」
では今、なぜDXが注目されているのでしょうか。
デジタル技術の進化に伴い、あらゆる業種においてこれまでにない新しい製品やサービス、ビジネスモデルを展開

する新規参入企業が続々登場しています。こうした時代の潮流の中で、多くの企業では従来の権益を保つために競争
力の維持・強化を図る必要に迫られています。そのために求められているのがDXを急速に進めていくことになりま
す。しかし、会社の組織改革を含めた従来のビジネス全体を大きく変えることは難しく、本格的にDXに踏み出せて
いるのは一部の先進企業のみというのが現状です。
そんな日本企業の現状に危機感を持ち経済産業省が２０１８年 9月に発表したのが「DX レポート～ IT システム

「2025 の崖」克服と DX の本格的展開」です。
このレポートでは
・既存基幹システムの老杤化に対して、デジタル市場の拡大とともに増大するデータ
・メーンフレームの担い手の高齢化による世代交代の必要性
・テクノロジーの進化に伴う IT 人材の不足
等について提唱し、この中で強調されているのが「２０２５年までにシステム刷新を集中的に推進する必要がある」

ということです。もし対策をとることが出来ず放置してしまった場合、次のような警鐘を鳴らしています。
① 市場の変化に合わせて柔軟かつ迅速にビジ

ネスモデルを変更できず、デジタル競争の
敗者になってしまう

② システムの維持管理者が高齢化することで
技術的負債を抱え、業務基盤そのものの維
持・継承が困難になる

③ 保守運用の担い手が不足することで、サイ
バーセキュリティや事故・災害によるシス
テムトラブル、データ減失等のリスクが高
まる

これらのターニングポイントを２０２５年と
していることから、多くの企業がDX推進を課
題とする状況が生まれているということになり
ます。
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入会日

会員数（正会員・・・179社　賛助会員・・・41社）
正会員-入会 賛助会員-入会

会員名（代表者名）

（敬称略）

会  員  異  動  状  況 （令和元年５月１日以降の入会関係）

〒985-0842　多賀城市桜木3-4-1 みやぎ復興パークF21号館
TEL 080-1937-39956月17日 Cosylab Japan（株）

（代表取締役　Rok Hrovatin）

〒020-0021　盛岡市中央通1-9-11 CUBE映画館通りビル4F
TEL 019-656-8555　FAX 019-656-85715月1日 ルネッサンスルパン（株）

（代表取締役　中島　利晃）

〒980-0021　仙台市青葉区中央4-8-17 小林ビル1F
TEL 080-6003-11066月17日 東北テクニカルシステムズ（株）

（代表取締役　工藤　魁）

〒980-0021　仙台市青葉区中央2-2-10 仙都会館ビル３Ｆ
TEL 022-797-65367月16日 （株）バランテック

（代表取締役　笠原　茂）

〒983-0852　仙台市宮城野区榴岡4-5-22-405
TEL 022-355-9581　FAX 022-355-95827月2日 （株）ワークポート

（仙台支社 支社長　丸亀　賢大）

〒101-0025　東京都千代田区神田佐久間町1-26秋葉原村井ビル6F
TEL 03-5331-2681　FAX 03-5331-80737月5日 （株）システム創造開発

（代表取締役　渡辺　哲也）

住　所　TEL・FAX

MISAフォトコンテスト結果報告
MISA 会報 46 号フォトコンテストに、会員企業 10 名の
方より 24 作品のご応募をいただきました。MISA 事務局
と広報委員会の投票による選考結果でグランプリと準グ
ランプリが決定いたしました。グランプリ作品１点には商
品券、準グランプリ作品２点と佳作５点にはＱＵＯカード
がそれぞれ贈呈されます。

グランプリ
「輪王寺」

エリクソン・ジャパン（株）
石川 綾香 様

準グランプリ 準グランプリ
「夏への道」 
（株）トレック

遠間 裕貴 様

「松島夏の樹木」
（株）アート・システム

鳥澤 強志 様

表紙に
掲載
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